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現地活動の原点シーカ村
　バランジャ村 出張報告
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現 地 報 告

IHCの現地活動は、1970年代にシー
カ谷での開発支援により始められまし
た。今回は、こうしたIHCの地域支援活
動の原点ともいうべきスワンタ村、パ
ウダル村、シーカ村の3村（地図）を、
2019年11月に訪問してきました。

す。買い取り価格は、生乳に含まれる乳脂肪分に
応じて支払います。これにより、村内の乳牛飼育
舎にも、現金収入が発生しています。現在は、7
頭の乳牛からとれた生乳で、チーズを作っていま
す。

図1 レスパル村での植林状況
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シーカ村は1990年代に、集中的に
植林活動を実施した場所です。当時
は複数の土砂災害や地滑りした土地
がむき出しになっていました。こう
した間隙地を中心に植林を実施し、
いまでは広大な林が広がる土地とな
りました（写真Ⅶ）。現在は、植林
をするべき間隙地もほとんどなくをするべき間隙地もほとんどなくな
り、緑化事業としての成果はおおき
な成功を収めた村でもあります。
現在は、カリガンダギ河からトレッ
キングに訪れる人々の中継地であ
り、多数の往来があります。今後は
ゲストハウスなどに、当会活動のパ
ンフレットなどを置かせてもらい、
IHCの40年間以上におよぶ活動を周知
したいと思います。
以上のように、新事業から10年以上、中には40
年以上の時を経て、IHC地域支援事業の成果や効

果を多々見ることができました。今後もフォロー
アップを通じて、シーカ谷との交流を続けていき
たいと思います。

チーズ工房の収益は、ほぼすべてがパウダル村
にある唯一の学校に寄付されます。同村の学校は
所属する教員の給与や設備などを自己資金でまか
なうことが難しく、チーズ工房は貴重な収入源で
もあるのです。見学からは、よりたくさんの生乳
を確保することとされています。今後は、乳用牛
の提供や学校児童とのチーズ作りによるブランド
化など、IHCとして支援を提供したいと考えて化など、IHCとして支援を提供したいと考えてい
ます。
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現 地 報 告

この年末年始バランジャ村を

訪問し、主としてキゥイ苗の植

え付け作業に従事してきまし

た。

手を挙げてくれた10軒以上手を挙げてくれた10軒以上の

農家を訪問し、現地スタッフの

ルケシュさんと技術指導をしな

がらの作業となりました。どの

農家も畑の整地等の事前準備に

しっかりと取り組んでおり、作

業の際熱心に質問する姿勢が見

られ、今後の取り組みに大いられ、今後の取り組みに大いに

期待できる印象を持ちました。

学校でも先生方がこの事業の意義を理解

し、キゥイ苗の植え付けに積極的に取り組ん

でくれました。生活林に関しては、バランジ

ャ村周辺は、これまでの植林支援活動によっ

て森林が十分に復活していることを確認しま

した。

理事
布施達治
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苗畑も、村の苗畑管理委員

会により運営され、支援予算

にあった施業内容が決められ

ています。薪の伐採では村人

が協力し合い、持続可能な形

でなされている様子を現地で

確認できました。したがって

今後は、植林についての資今後は、植林についての資金

を含めて村人が自分たちのア

イディアに基づいて委員会を

運営していく段階に入ったと

考えました。ただし、村人の

現金収入確保の方策として、

有志がキゥイを育てはじめたばかりなので、

この支援は当面続けないといけないでしょ

う。しかし、いずれは、生活林づくりと結び

ついた果樹栽培ができるようになれば、良い

形でのハンドオーバーができると思いまし

た。

今回、バランジャ村滞在中に多くのお宅を

訪問してわかったのですが、周囲の広い領域

にわたる森林はIHCの支援によって復活した

ものであることが広く認識されていること、

IHCの活動に対して村人皆が感謝しているこ

とをこの報告に添えたいと思います。また、

現地を訪問し、やはりネパールの山村での生

活実態とIHC-Nepalの活動を自分の眼で見活実態とIHC-Nepalの活動を自分の眼で見る

ことの大切さを実感しました。2015年のネパ

ール地震以来行われていないネパール・ヒマ

ラヤ山岳エコロジ

ースクールを再開

するべきではとも

考えました。
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活 動内国
2019年9月28日、29日　グローバルフェスタJAPAN 2019

理事
佐久間雅俊
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第4回　ネパール語を学ぶ・・・行きたい場所にたどり着く編・・・

ナマステ！この年末年始は
20年ぶりのネパールでした。
土地勘も消え、地図（ナク
サ）を片手に「この道はど
こ？（ヨ　バト　カハン　ツ
ァ？）」「タメル交差点はど
こ？（タメル　チョーク　カ
ハン　ツァ？）」と尋ねるハン　ツァ？）」と尋ねる羽
目になりました。道端のネパ
ール人に「ハーイ　ダイ！
（はーい　お兄さん！）」と
呼びかけ「タパインライ　○
○ホテル　タハ　ツァ？
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100円で1本の木をヒマラヤに植えよう！　ご支援お待ちしております！

※銀行振込みをご利用いただいた場合
は、ご氏名（ふりがな）とご住所を、
e-mailにてご連絡ください。

務事 だより局

■プログラム
14:30～　 開場・受付
15:00～　会員総会 開会

議長選出 定足数確認 書記･議事録署名人選出
参加者自己紹介
第1号議案 201９年度事業報告
第2号議案 201９年度決算報告
監査報告
第3号議案 2020年度事業計画
第4号議案 2020年度予算第4号議案 2020年度予算
会員総会 閉会

2020年度の総会の案内


